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三
橋
正
先
生
を
偲
ぶ　
　
　

田
村
良
平
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

ま
さ
に
群
を
抜
い
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
日
ご
ろ
指
導
す
る
学
科
内
研
究
会
を

率
い
て
毎
夏
の
八
ヶ
岳
合
宿
学
習
会
の
み
な
ら
ず
、
神
社
仏
閣
あ
る
い
は
博
物
館
へ

の
拝
観
・
見
学
な
ど
、
豊
か
な
人
脈
を
駆
使
し
た
上
で
何
よ
り
も
ご
自
身
少
し
も
骨

身
を
惜
し
ま
ぬ
企
画
力
と
実
行
力
は
、
間
違
い
な
く
、
当
学
科
所
属
教
員
の
中
で
も

首
位
に
置
か
れ
る
べ
き
精
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

学
界
に
お
け
る
故
人
の
業
績
に
つ
い
て
は
別
掲
の
一
覧
が
何
よ
り
も
よ
く
物
語
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
は
別
に
学
内
の
逸
事
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
そ
の
早
す
ぎ

る
晩
年
に
お
い
て
、
三
橋
先
生
は
日
本
文
化
学
科
の
将
来
を
見
越
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
定
、
ひ
い
て
は
学
科
の
方
向
付
け
に
つ
き
、
か
な
り
意
欲
的
な
改
革
案
を
抱
か

れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
数
年
来
、
た
ま
た
ま
学
科
内
の
検
討
組
織
の
中
で
、

三
橋
先
生
の
提
案
さ
れ
る
プ
ラ
ン
は
し
ば
し
ば
、
相
当
に
具
体
的
か
つ
喫
緊
の
改
革

性
を
謳
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
机
上
の
学
問
に
汲
々
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
こ

う
し
た
こ
と
に
ま
で
思
い
及
ば
ぬ
も
の
で
あ
る
。
学
内
業
務
に
お
い
て
も
三
橋
先
生

が
今
後
果
た
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
役
割
を
思
う
に
つ
け
、
痛
惜
の
念
い
や
ま
さ
る
感
が

深
い
。

　

修
学
の
士
た
る
本
分
を
守
り
つ
つ
、
故
人
は
実
に
趣
味
の
豊
か
な
人
で
あ
っ
た
。

こ
と
に
愛
好
さ
れ
た
の
は
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
で
は
な
か
っ
た
か
。
研
究
室
か
ら
は

し
ば
し
ば
交
響
曲
の
演
奏
が
流
れ
て
来
、
そ
の
選
曲
か
ら
推
し
量
る
に
付
け
焼
刃
で

は
な
い
、
相
当
の
愛
好
家
た
る
こ
と
は
歴
然
で
あ
っ
た
。
い
つ
ぞ
や
笑
い
な
が
ら
わ

た
く
し
に
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
新
婚
旅
行
の
際
、
日
ご
ろ
の
綿
密
さ
を
発
揮
し

て
旅
程
を
組
ん
だ
は
良
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
行
く
先
々
で
数
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
あ

る
い
は
オ
ペ
ラ
の
日
程
を
入
れ
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
毎
々
付
き
合
わ
さ
れ
る
み
ど
り
夫

人
が
と
う
と
う
音
を
上
げ
ら
れ
た
、
と
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
如
何
に
も
お
人
が
ら

と
い
う
わ
け
で
、
わ
た
く
し
も
無
類
に
可
笑
し
か
っ
た
も
の
だ
。
亡
く
な
ら
れ
た
い

三
橋
正
先
生
を
偲
ぶ

田
村　

良
平＊

　

こ
う
し
て
学
科
紀
要
に
追
悼
文
を
書
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
ま
こ
と
に
思
い
も

寄
ら
ぬ
ご
逝
去
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
本
年
度
、
学
科
主
任
の
任
に
相
当
た
り
、
故
人

と
は
専
門
を
異
に
す
る
わ
た
く
し
が
筆
を
執
る
こ
と
と
な
っ
た
。
万
一
、
肯
綮
に
中

ら
ぬ
指
摘
な
ど
あ
ら
ば
尊
霊
に
対
し
て
礼
を
失
す
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
些
か
の

蕪
筆
は
ど
う
か
お
恕
し
を
願
い
た
い
。

　

思
え
ば
青
梅
校
当
時
、
言
語
文
化
学
科
の
頃
よ
り
の
お
付
き
合
い
で
あ
る
。
当
学

科
開
設
以
来
長
き
に
わ
た
り
ご
在
職
だ
っ
た
碩
学
・
小
堀
桂
一
郎
先
生
と
入
れ
替
わ

る
よ
う
に
ご
着
任
に
な
っ
た
三
橋
先
生
は
、
当
初
か
ら
日
本
歴
史
学
・
宗
教
学
の
枢

要
を
担
う
専
門
家
と
し
て
自
負
を
持
た
れ
、
教
学
上
ご
自
身
の
責
務
を
認
識
さ
れ
て
、

ひ
と
時
も
学
問
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
学
内
業
務
の
繁
多
を
口
実
に
、
と
も

す
る
と
研
究
面
で
の
精
進
を
怠
る
例
が
見
ら
れ
る
の
と
は
裏
腹
の
、
王
道
を
往
く
態

度
で
あ
る
。
事
実
、
学
究
を
疎
か
に
す
る
よ
う
な
不
心
得
の
教
員
に
対
し
て
故
人
は

厳
し
い
態
度
で
臨
ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
学
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
正
し
い
、
筋
の
通
っ
た
信
念
の
人
で
あ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

か
よ
う
に
時
と
し
て
峻
厳
な
一
面
を
通
さ
れ
る
反
面
、
三
橋
先
生
は
実
に
親
切
な
、

ま
め
な
方
で
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
へ
の
指
導
の
き
め
細
か
さ
、
付
き
合
い
の
良
さ
は
、
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

ま
、
未
亡
人
に
と
っ
て
は
故
人
を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
そ
の
ご
胸
中
を
拝
察
す
る
。

　

決
し
て
軽
か
ら
ざ
る
ご
病
気
と
て
、
当
初
は
広
言
さ
れ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

ひ
と
た
び
治
療
の
方
針
が
定
ま
る
や
学
生
た
ち
へ
も
堂
々
と
告
知
さ
れ
、
爾
後
、
ど

れ
ほ
ど
辛
苦
が
伴
お
う
と
も
、
決
し
て
弱
音
を
吐
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
平
成

二
十
六
年
度
に
入
り
、
四
月
の
新
学
期
か
ら
は
明
ら
か
に
衰
弱
の
度
が
進
ま
れ
た
が
、

通
院
・
入
院
の
た
び
に
全
快
へ
の
希
望
と
意
志
を
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
わ
た
く
し

ど
も
も
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
は
採
り
つ
つ
、
ご
休
職
の
措
置
は
考
慮
せ
ず

に
ご
闘
病
を
見
守
る
覚
悟
で
い
た
。
ご
出
席
は
無
理
と
承
知
し
て
い
な
が
ら
も
、
ご

逝
去
の
前
日
、
学
科
会
議
の
開
催
通
知
を
メ
ー
ル
で
差
し
上
げ
た
の
が
最
後
と
な
っ

た
。
当
然
、
お
返
事
を
頂
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

ご
遺
族
の
ご
胸
中
を
慮
る
に
つ
け
今
に
ま
っ
た
く
哀
惜
の
念
は
失
せ
な
い
。
が
、

学
者
の
一
生
は
後
世
に
遺
し
た
業
績
の
質
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、

三
橋
正
先
生
の
ご
生
涯
は
も
は
や
不
滅
の
も
の
と
言
い
得
る
に
相
違
な
い
。

　

尊
い
時
を
共
に
し
た
同
僚
と
し
て
、
深
く
そ
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で

あ
る
。
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三
橋
正
先
生
略
年
譜

六
月　

神
道
古
典
研
究
所
研
究
員
（
至
一
九
九
五
年
三
月
）

一
九
八
九
年
（
平
成
元
）

三
月　

大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
を
単
位
取
得

満
期
退
学

四
月　

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
員
（
至
一
九
九
六
年
三
月
）

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）

四
月　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
至
一
九
九
二
年
三
月
）

一
九
九
二
年
（
平
成
四
）

四
月　

国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
員
（
至
二
〇
〇
三
年
四
月
）

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）

四
月　

放
送
大
学
非
常
勤
講
師
（
至
一
九
九
四
年
三
月
）

埼
玉
県
春
日
部
市
老
人
大
学
・
老
人
大
学
院
講
師
（
至
二
〇
〇
〇
年
三

月
）

東
京
都
大
田
区
教
育
委
員
会
高
齢
者
教
室
・
成
人
学
校
講
師
（
至
一
九

九
六
三
月
）

一
九
九
四
年
（
平
成
六
）

四
月　

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
現
代
教
養
学
科
（
旧
国
文
学
科
）
非
常
勤
講

師（
至
二
〇
〇
九
年
三
月
、
自
二
〇
一
一
年
四
月
至
二
〇
一
三
年
三
月
）

法
政
大
学
通
信
教
育
部
非
常
勤
講
師
＊

一
九
九
五
年
（
平
成
七
）

四
月　

江
戸
川
女
子
短
期
大
学
文
化
史
学
科
非
常
勤
講
師
（
至
二
〇
〇
三
年
三

月
）

一
九
九
六
年
（
平
成
八
）

四
月　

大
正
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
至
二
〇
〇
五
年
三
月
）

三
橋
正
先
生
略
年
譜

・
逝
去
時
に
現
職
に
あ
っ
た
も
の
に
は
＊
を
付
し
た

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）

　

三
月
一
日　

千
葉
県
千
葉
市
に
生
ま
れ
る
（
後
に
東
京
都
杉
並
区
へ
移
り
、
同
地

で
育
つ
）

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
）

三
月　

私
立
城
北
高
等
学
校
卒
業

四
月　

松
本
亨
英
語
高
等
専
門
学
校
（
現
・
東
京
松
本
英
語
専
門
学
校
）
入
学

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
）

三
月　

同
校
卒
業

四
月　

大
正
大
学
文
学
部
史
学
科
入
学

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）

三
月　

同
学
科
卒
業
、
文
学
士

四
月　

大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
入
学

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
）

四
月　

二
十
二
社
研
究
会
運
営
委
員
（
至
一
九
八
七
年
三
月
）

　
　
　

國
書
逸
文
研
究
会
運
営
委
員
（
至
一
九
九
八
年
三
月
）

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
）

三
月　

大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
、
文
学

修
士

四
月　

大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
入
学
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
）

四
月　

明
星
大
学
特
別
研
究
員
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究

学
院
（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
に
留
学
（
至
二
〇
一
一
年
三
月
）

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
）

四
月　

明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授
＊

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）

一
一
月
七
日　

逝
去
（
享
年
五
四
歳
）

三
橋
正
先
生
著
作
目
録

・
講
演
や
学
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
の
報
告
等
に
つ
い
て
は
、
活
字
化
さ
れ
た
も

の
の
み
を
採
録
し
た

・
事
典
・
辞
典
や
教
科
書
等
の
分
担
執
筆
分
は
省
略
し
た

・
二
〇
〇
四
年
以
降
の
研
究
活
動
の
詳
細
な
記
録
が
、『
明
星
大
学
研
究
紀
要
（
日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
）』
一
四
以
降
の
各
号
の
研
究
成
果
及
び
活
動
一

覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）

三
月　
「
藤
原
実
資
の
信
仰
態
度
に
つ
い
て
」（『
大
正
史
学
』
一
三
）

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
）

三
月　
「
摂
関
期
の
春
日
祭
―
特
に
祭
使
と
出
立
儀
・
還
饗
に
つ
い
て
―
」

（『
神
道
研
究
』
一
一
八
）

「
平
安
貴
族
社
会
と
穢
」（『
宗
教
研
究
』
二
六
三
）

一
九
九
七
年
（
平
成
九
）

四
月　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
（
至
一
九
九
七
年
八
月
）

五
月　

日
本
宗
教
文
化
史
学
会
創
立
発
起
人
、
幹
事

九
月　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
研
究
員
（
至
二
〇
〇
一
年
三
月
）

一
九
九
八
年
年
（
平
成
一
〇
）

四
月　

清
泉
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
至
二
〇
〇
五
年
三
月
）

駒
沢
短
期
大
学
仏
教
学
科
非
常
勤
講
師
（
至
二
〇
〇
四
年
三
月
）

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）

四
月　

東
海
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
至
二
〇
〇
四
年
三
月
）

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
）

五
月　

戒
律
文
化
研
究
会
運
営
委
員
・
編
集
委
員
＊

六
月　

論
文
「
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
」
に
よ
り
大
正
大
学
か
ら
博
士

（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る

二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
）

四
月　

國
學
院
大
學
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
至
二
〇
〇
四
年
三
月
）

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
非
常
勤
講
師
＊

二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
）

四
月　

明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
助
教
授
（
二
〇
〇
七
年
、
准

教
授
に
名
称
変
更
）

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
）

五
月　

比
較
宗
教
精
神
史
研
究
会
設
立
発
起
人
、
会
長
＊

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
）

四
月　

岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
非
常
勤
講
師
（
至
二
〇
〇
八
年
九
月
、
集

中
講
義
）

『
小
右
記
』
講
読
会　

代
表
＊
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三
橋
正
先
生
著
作
目
録

三
月　
「
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
宿
曜
道
の
展
開
と
天
皇
観
へ
の
影
響
」

（『
鴨
台
史
論
』
二
）

「
古
墳
祭
祀
か
ら
律
令
祭
祀
へ
」（『
宗
教
研
究
』
二
七
九
）

七
月　
「『
延
喜
式
』
穢
規
定
と
穢
意
識
」（『
延
喜
式
研
究
』
二
）

一
〇
月　
「『
弘
仁
・
貞
観
式
』
逸
文
に
つ
い
て
―
『
延
喜
式
』
穢
規
定
成
立
考

―
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
二
二
）

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）

三
月　
「
平
安
貴
族
の
仏
教
信
仰
―
特
に
摂
関
期
に
お
け
る
信
仰
意
識
と
信
仰

形
態
の
変
遷
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
仏
教
史
学
』
二
四
）

「
大
祓
の
歴
史
的
変
遷
」（『
宗
教
研
究
』
二
八
三
）

一
二
月　
「
大
祓
の
成
立
と
展
開
」（『
神
道
古
典
研
究
』
一
二
、
神
道
大
系
編
纂

会
編
『
神
道
古
典
研
究　

会
報
合
本
（
下
）』（
二
〇
〇
七
年
四
月
）
に

再
録
）

一
九
九
一
年
（
平
成
三
）

一
月　
「
祓
と
斎
戒
」（『
別
冊
歴
史
読
本
「
神
社
」
総
覧
』
新
人
物
往
来
社
）

三
月　
「
幻
の
律
令
祭
祀
」（『
宗
教
研
究
』
二
八
七
）

「
律
令
国
家
の
祭
祀
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』

一
三
）

一
九
九
二
年
（
平
成
四
）

三
月　
「
古
代
に
お
け
る
神
祇
と
仏
教
」（『
宗
教
研
究
』
二
九
一
）

「
出
家
作
法
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年

報
』
一
四
）

六
月　
「
神
仏
習
合
と
神
仏
隔
離
を
め
ぐ
っ
て
」（『
神
道
宗
教
』
一
四
六
）

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）

三
月　
「
院
政
期
の
宗
教
事
情
」（『
宗
教
研
究
』
二
九
五
）

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
）

三
月　
「
平
安
時
代
の
物
忌
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」（『
宗
教
研
究
』
二
六

七
）

七
月　
「
摂
関
期
の
諸
祭
に
み
る
「
勅
使
」
観
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
神
道
史

研
究
』
三
四
―
二
）

八
月　
「
村
上
天
皇
の
仏
教
信
仰
に
つ
い
て
」（『
史
聚
』
二
一
）

一
一
月　
「
加
茂
・
石
清
水
・
平
野
臨
時
祭
に
つ
い
て
」（
二
十
二
社
研
究
会
編

『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
国
書
刊
行
会
）

一
二
月　
「
村
上
天
皇
の
本
命
元
神
供
に
つ
い
て
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
一
八
）

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）

二
月　
「
藤
原
実
資
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』

一
一
、『
国
文
学
年
次
別
論
文
集　

中
古　

一　

昭
和
六
二
年
』（
一
九

八
八
年
一
〇
月
）
に
再
録
）

三
月　
「
摂
関
期
貴
族
社
会
の
精
神
世
界
―
藤
原
実
資
の
仏
教
信
仰
に
み
る

「
摂
関
期
」
の
精
神
史
的
位
置
付
け
へ
の
試
論
―
」（『
鴨
台
史
論
』
一
）

「
班
幣
か
ら
奉
幣
へ
―
祭
祀
形
態
の
変
化
に
み
る
天
皇
観
の
変
化
に
つ

い
て
―
」（『
宗
教
研
究
』
二
七
一
）

五
月　
「
臨
時
祭
の
意
味
」（『
歴
史
手
帖
』
一
五
―
五
）

六
月　
「『
三
代
御
記
』
逸
文
の
再
検
討
」（『
国
書
免
文
研
究
』
一
九
）

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）

二
月　
「
平
安
貴
族
の
造
仏
と
そ
の
信
仰
―
藤
原
実
資
の
「
本
尊
」
と
「
特
仏
」

を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
文
集
』
一
二
）

三
月　
「
記
紀
神
話
形
成
期
に
お
け
る
「
柱
」
祭
祀
の
意
義
―
神
の
助
数
詞
と

の
関
連
で
―
」（『
宗
教
研
究
』
二
七
五
）

一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

九
月　
「
日
本
宗
教
史
上
に
お
け
る
院
政
期
の
位
置
」（『
宗
教
研
究
』
三
〇
九
）

一
一
月　
「
平
安
貴
族
の
造
仏
信
仰
の
展
開
―
小
金
銅
仏
の
ゆ
く
え
―
」（『
仏
教

文
化
学
会
紀
要
』
四
・
五
合
併
号
）

一
九
九
七
年
（
平
成
九
）

三
月　
「
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
に
関
す
る
総
合
的
研
究
Ⅱ
」（『
大
正
大
学
綜
合

佛
教
研
究
所
年
報
』
一
九
）

五
月　
「
臨
終
出
家
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
一
―

一
）

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）

二
月　
「
古
代
か
ら
中
世
へ
の
神
祇
信
仰
の
展
開
」（
速
水
侑
編
『
院
政
期
の
仏

教
』
吉
川
弘
文
館
）

五
月　
「
職
業
と
神
々
―
変
貌
す
る
神
へ
の
信
仰
―
」（『
歴
史
と
旅
』
増
刊
号

「
神
と
仏
の
信
仰
事
典
」）

一
〇
月　
「
藤
原
道
長
と
仏
教
」（『
駒
沢
短
期
大
学
佛
教
論
集
』
一
四
、『
日
本
史

学
年
次
別
論
文
集
』
二
〇
〇
〇
年
版
古
代
分
冊
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇

月
）
に
再
録
）

一
二
月　
「
書
評　

菅
原
信
海
著
『
日
本
思
想
と
神
仏
習
合
』」（『
宗
教
研
究
』
三

一
八
）

一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
）

一
二
月　
「
摂
関
期
に
お
け
る
定
穢
の
変
遷
―
『
西
宮
記
』「
定
穢
事
」
か
ら
三
条

朝
ま
で
―
」（『
大
倉
山
論
集
』
四
四
）

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）

三
月　

著
書
『
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

同
書
に
よ
り
、
第
一
回
神
道
宗
教
学
会
賞
（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）、

第
九
回
中
村
元
賞
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
を
受
賞

一
二
月　
「
中
世
的
神
職
制
度
の
形
成
―
「
神
社
神
主
」
の
成
立
を
中
心
に
―
」

（『
神
道
古
典
研
究
』
一
五
、『
日
本
史
学
年
次
別
論
文
集
』
一
九
九
三

年
版
中
世
分
冊
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
）
お
よ
び
神
道
大
系
編
纂
会
編

『
神
道
古
典
研
究　

会
報
合
本
（
下
）』（
二
〇
〇
七
年
四
月
）
に
再
録
）

一
九
九
四
年
（
平
成
六
）

二
月　
「
小
右
記
」（『
別
冊
歴
史
読
本
辞
典
シ
リ
ー
ズ
「
日
記
」
総
覧
』
新
人

物
往
来
社
）

三
月　
「
神
祇
信
仰
の
中
世
的
展
開
」（『
宗
教
研
究
』
二
九
九
）

一
九
九
五
年
（
平
成
七
）

三
月　
「
日
本
に
お
け
る
神
観
念
の
展
開
」（『
宗
教
研
究
』
三
〇
三
）

七
月　
「
浄
土
信
仰
と
神
祇
信
仰
の
接
点
―
出
家
作
法
の
成
立
と
そ
の
意
義
―
」

（
日
本
仏
教
研
究
会
編
『
日
本
の
仏
教
③　

神
と
仏
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』

法
蔵
館
）

一
二
月　
「
中
世
貴
族
社
会
と
神
道
」（『
国
文
学　

解
釈
と
観
賞
』
七
七
五　

至

文
堂
）

一
九
九
六
年
（
平
成
八
）

二
月　
「
由
の
祓
に
つ
い
て
―
儀
式
研
究
へ
の
提
言
を
含
め
て
―
」（
史
聚
会
編

『
奈
良
平
安
時
代
史
の
諸
相
』
高
科
書
店
）

三
月　
「
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（『
大
正
大
学
綜
合
佛

教
研
究
所
年
報
』
一
八
）

「
古
代
か
ら
中
世
へ
の
神
祇
信
仰
の
展
開
―
神
社
信
仰
の
成
立
―
」（
文

部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
（
Ａ
）『
古
代
か
ら
中
世
へ
の
転
換
期
に

お
け
る
仏
教
の
総
合
的
研
究
―
院
政
期
を
中
心
と
し
て
―
』
報
告
書
）

五
月　
「
百
武
彗
星
に
寄
せ
て　

歴
史
の
中
の
彗
星
と
日
本
人
」（『
神
社
新
報
』

二
三
六
六
）
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「
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
に
関
す
る
総
合
的
研
究
Ⅲ
」（『
大
正
大
学
綜
合

佛
教
研
究
所
年
報
』
二
五
）

五
月　
「
平
安
貴
族
の
信
仰
世
界
」（
大
久
保
良
峻
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美

士
・
林
淳
・
松
尾
剛
次
編
『
日
本
仏
教
34
の
鍵
』
春
秋
社
）

九
月　
「
書
評　

佐
藤
弘
夫
著
『
偽
書
の
精
神
史
―
神
仏
・
異
界
と
交
感
す
る

中
世
』」（『
日
本
思
想
史
研
究
』
三
五
）

一
一
月　
「
摂
関
末
・
院
政
期
に
お
け
る
定
穢
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
史
学
』
六
一
）

二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
）

二
月　
「
地
獄
の
世
界
」（
週
刊
朝
日
百
科
・
仏
教
を
歩
く
一
九
『
空
也
・
源

信
』
朝
日
新
聞
社
）

五
月　
「
平
安
時
代
の
宗
教
と
思
想
」（『
史
學
雑
誌
』
一
一
三
―
五
「
回
顧
と

展
望
」）

二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
）

三
月　
「
密
教
儀
礼
か
ら
神
道
論
へ
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
二
）

「
日
本
に
お
け
る
神
の
数
え
方
―
神
の
助
数
詞
「
柱
」
の
用
法
―
」（
明

星
大
学
日
本
文
化
学
部
編
『
明
星
大
学
青
梅
校
舎
日
本
文
化
学
部
共
同

研
究
論
集
第
八
輯　

批
評
と
創
作
』
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
）

六
月　
「
怨
霊
と
伊
勢
斎
王
―
六
条
御
息
所
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
上
原
作
和
編

『
人
物
で
読
む
『
源
氏
物
語
』
七　

六
条
御
息
所
』
勉
誠
出
版
）

「
死
と
穢
―
夕
顔
の
死
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
上
原
作
和
編
『
人
物
で
読
む

『
源
氏
物
語
』
八　

夕
顔
』
勉
誠
出
版
）

九
月　
「『
麗
気
記
』
の
世
界
観
」（『
日
本
思
想
史
学
』
三
七
）

一
一
月　
「
座
談
会　

歴
史
文
献
と
し
て
の
『
源
氏
物
語
』」（
上
原
作
和
編
『
人

物
で
読
む
『
源
氏
物
語
』
三　

光
源
氏
Ⅱ
』
勉
誠
出
版
）

一
二
月　
「
大
仏
造
立
と
日
本
の
神
観
念
―
神
仏
習
合
の
多
重
性
を
探
る
―
」（
Ｇ

三
月　
「
講
演
録　

聖
徳
太
子
―
理
想
と
現
実
の
間
―
」（『
大
倉
山
講
演
集
』

八
）

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
）

四
月　
「『
小
右
記
』
の
話
法
と
「
下
官
」
の
用
法
」（『
ぐ
ん
し
ょ
』
五
二
）

六
月　
「『
麗
気
記
』
の
構
成
と
言
説
」（『
日
本
学
研
究
』
四
）

七
月　
「
天
の
日
嗣
は
必
ず
皇
緒
を
立
て
よ
―
宇
佐
八
幡
宮
託
宣
―
」（『
月
例

講
話
集
』
二
一　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

一
〇
月　
「『
麗
気
記
』
世
界
の
生
成
―
そ
の
構
造
を
読
み
解
く
―
」（『
日
本
思
想

史
学
』
三
三
）

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
神
仏
習
合
研
究
会
編
『
校
註
解
説
現
代
語

訳　

麗
気
記
Ⅰ
』（
法
蔵
館
）

一
二
月　
「
五
島
美
術
館
蔵
「
伝
後
京
極
良
経
書
状
」
に
つ
い
て
―
仁
寿
殿
観
音

像
と
御
記
逸
文
―
」（
所
功
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
國
書
・
逸
文
の
研

究
』
所
功
先
生
還
暦
記
念
会
）

二
〇
〇
二
年
（
平
成
一
四
）

七
月　
「
ハ
ラ
エ
の
儀
礼
―
大
祓
と
王
権
―
」（
安
丸
良
夫
編
『
岩
波
講
座　

天

皇
と
王
権
を
考
え
る
5　

王
権
と
儀
礼
』
岩
波
書
店
）

九
月　
「
日
本
宗
教
史
研
究
の
課
題
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
一
一
）

一
二
月　
「
白
河
天
皇
に
よ
る
神
事
と
仏
事
」（
中
尾
尭
編
『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と

文
化
』
吉
川
弘
文
館
）

二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
）

一
月　
「
中
世
前
期
に
お
け
る
神
道
論
の
形
成
―
神
道
文
献
の
構
成
と
言
説
―
」

（
大
隅
和
雄
編
『
文
化
史
の
諸
相
』
吉
川
弘
文
館
」）

三
月　
「
神
の
助
教
詞
「
柱
」
の
用
法
―
記
紀
神
話
形
成
期
の
神
観
念
と
言
語

意
識
―
」（『
宗
教
研
究
』
三
三
五
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
）』
一
五
）

「
蔵
王
権
現
と
黄
不
動
―
日
本
の
山
岳
宗
教
に
お
け
る
神
の
出
現
―
」

（
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
編
『
明
星
大
学
青
梅
校
舎
日
本
文
化
学
部

共
同
研
究
論
集
第
一
〇
輯　

言
語
と
芸
術
』
明
星
大
学
日
本
文
化
学

部
）

五
月　
「
王
朝
文
学
の
背
景
と
な
る
神
道
・
仏
教
史
を
中
心
に
」（
藤
本
勝
義
編

『
王
朝
文
学
と
仏
教
・
神
道
・
陰
陽
道
』
竹
林
舎
）

六
月　
「
書
評　

Bernhard 
Scheid 

and 
M
ark 

T
eeuw

en, 
ed. 

“The 
Culture of Secrecy in Japanese R

eligion, London:Routledge, 
2006

」（『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
五
）

九
月　
「
仏
教
受
容
と
神
祇
信
仰
の
形
成
―
神
仏
習
合
の
源
流
―
」（『
宗
教
研

究
』
三
五
三
）

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
）

二
月　
「
日
本
的
信
仰
構
造
の
成
立
と
陰
陽
道
」（
鈴
木
靖
民
編
『
古
代
日
本
の

異
文
化
交
流
』
勉
誠
出
版
）

三
月　
「
平
安
時
代
の
古
記
録
と
『
小
右
記
』
長
元
四
年
条
」（『
明
星
大
学
研

究
紀
要
（
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
）』
一
六
）

八
月　

黒
板
伸
夫
監
修
・
三
橋
正
編
『
小
右
記
註
釈　

長
元
四
年
』
上
・
下　

小
右
記
講
読
会
発
行
、
八
木
書
店
発
売

九
月　
「
北
野
天
神
縁
起
と
神
仏
習
合
思
想
」（
竹
居
明
男
編
『
北
野
天
神
縁
起

を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
）

一
二
月　
「
覚
超
と
上
東
門
院
仮
名
願
文
」（
吉
原
浩
人
・
王
勇
編
『
海
を
渡
る
天

台
文
化
』
勉
誠
出
版
）

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
）

三
月　
「『
諸
社
禁
忌
』
に
つ
い
て
―
古
代
か
ら
中
世
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
穢

Ｂ
Ｓ
実
行
委
員
会
編
『
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集

第
三
号　

カ
ミ
と
ほ
と
け
―
宗
教
文
化
と
そ
の
歴
史
的
基
盤
』
東
大

寺
・
法
蔵
館
）

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
）

三
月　
「
古
代
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
と
天
皇
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
（
日
本

文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
）』
一
四
）

「
律
令
国
家
の
祭
祀
―
そ
の
理
想
と
現
実
―
」（
明
星
大
学
日
本
文
化
学

部
編
『
明
星
大
学
青
梅
校
舎
日
本
文
化
学
部
共
同
研
究
論
集
第
九
輯　

理
想
と
現
実
』
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
）

五
月　
「
明
石
入
道
と
住
吉
信
仰
」（
上
原
作
和
編
『
人
物
で
読
む
『
源
氏
物

語
』
一
二　

明
石
の
君
』
勉
誠
出
版
）

「
男
の
出
家
」（
上
原
作
和
編
『
人
物
で
読
む
『
源
氏
物
語
』
一
一　

朱

雀
院
・
弘
徽
殿
大
后
・
右
大
臣
』
勉
誠
出
版
）

「
女
の
出
家
」（
上
原
作
和
編
『
人
物
で
読
む
『
源
氏
物
語
』
一
五　

女

三
宮
』
勉
誠
出
版
）

九
月　
「『
麗
気
記
』
の
構
想
と
「
神
体
図
」
―
密
教
に
よ
る
神
の
理
論
化
と
図

像
化
―
」（
速
水
侑
編
『
日
本
社
会
に
お
け
る
仏
と
神
』
吉
川
弘
文
館
）

一
一
月　
「
仏
像
の
在
処
―
八
宮
の
仏
像
を
め
ぐ
っ
て
⑴
」（
上
原
作
和
編
『
人
物

で
読
む
『
源
氏
物
語
』
一
八　

匂
宮
・
八
宮
』
勉
誠
出
版
）

「
仏
像
の
在
処
―
八
宮
の
仏
像
を
め
ぐ
っ
て
⑵
」（
上
原
作
和
編
『
人
物

で
読
む
『
源
氏
物
語
』
一
九　

大
君
・
中
の
君
』
勉
誠
出
版
）

「
宇
治
十
帖
に
お
け
る
「
出
家
」」（
上
原
作
和
編
『
人
物
で
読
む
『
源

氏
物
語
』
二
〇　

浮
舟
』
勉
誠
出
版
）

二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
）

三
月　
「
律
令
祭
祀
の
変
質
と
律
令
外
祭
祀
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
（
日
本
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三
橋
正
先
生
著
作
目
録

三
〇
）

三
月　
「
摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
―
『
小
右
記
』
を
中
心
と
す

る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
（
人

文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
）』
二
一
、
小
右
記
講
読
会
と
共
著
）

四
月　
「
九
条
家
に
お
け
る
基
層
的
神
祇
信
仰
」（
小
原
仁
編
『『
玉
葉
』
を
読

む　

九
条
兼
実
と
そ
の
時
代
』
勉
誠
出
版
）

九
月　

編
著
『「
神
仏
習
合
」
再
考
』（
勉
誠
出
版
、
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
と
共

編
）

「「
神
仏
習
合
」
を
再
考
す
る
た
め
に
」（
右
編
著
所
収
、
ル
チ
ア
・
ド

ル
チ
ェ
と
共
著
）

「
神
仏
関
係
の
位
相
」（
右
編
著
所
収
）

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）

三
月　
「
摂
関
期
の
賀
茂
祭
関
係
記
事
（
そ
の
一
）
―
『
小
右
記
』
を
中
心
と

す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
三
）」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要

（
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
）』
二
二
、
山
岸
健
二
と
共
著
）

「
中
世
神
道
美
術
と
神
道
論
の
歴
史
的
位
置
」（『
宗
教
研
究
・
別
冊
』

八
七
）

九
月　

三
橋
正
監
修
・
菊
地
勇
次
郎
著
『
浄
土
信
仰
の
展
開
』（
勉
誠
出
版
）

「「
日
本
宗
教
史
」
の
視
座
」（
日
本
宗
教
史
懇
話
会
編
『
日
本
宗
教
史

研
究
の
軌
跡
と
展
望
』
岩
田
書
院
）

「
古
記
録
文
化
の
形
成
と
展
開
―
平
安
貴
族
の
日
記
に
見
る
具
注
暦

記
・
別
記
の
書
き
分
け
と
統
合
―
」（『
日
本
研
究
』
五
〇
）

付
記　

本
略
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録
の
作
成
は
、
向
後
恵
里
子
・
柴
田
雅
生
が
担
当

し
た
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
三
橋
み
ど
り
氏
お
よ
び
本
学
科
兼
任
講
師
の
関

の
諸
相
―
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
（
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学

科
）』
一
七
）

六
月　
「
書
評
と
紹
介　

小
原
仁
著
『
中
世
貴
族
社
会
と
仏
教
』」（『
日
本
歴

史
』
七
三
三
）

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
）

二
月　

著
書
『
日
本
古
代
神
祇
制
度
の
形
成
と
展
開
』（
法
蔵
館
）

三
月　
「『
左
経
記
』
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
条 

書
下
し
文
」（『
明
星
大
学

研
究
紀
要
（
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
）』
一
八
）

八
月　
「
院
政
期
仏
教
の
展
開
」（
末
木
文
美
士
編
『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
一
一

（
日
本
一
）　

日
本
仏
教
の
礎
』　

佼
成
出
版
社
）

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
）

三
月　
「
二
〇
一
一
年
一
月 

出
エ
ジ
プ
ト
記
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
（
人
文

学
部
・
日
本
文
化
学
科
）』
一
九
）

四
月　
「
柱
と
神
道
―
自
然
崇
拝
か
ら
国
家
宗
教
へ
―
」（『
季
刊　

悠
久
』
一

二
四
）

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
）

三
月　
「
摂
関
期
の
立
后
関
係
記
事
―
『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部

類
作
成
へ
向
け
て
―
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要
（
人
文
学
部
・
日
本
文

化
学
科
）』
二
〇
）

「
神
祇
信
仰
の
展
開
」（
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美

士
・
田
尻
祐
一
郎
編
『
日
本
思
想
史
講
座
一　

古
代
』
ぺ
り
か
ん
社
）

九
月　
「
平
安
前
期
の
神
祇
と
仏
教
（
二
〇
一
一
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ

ン
）」（『
日
本
思
想
史
学
』
四
四
）

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
）

二
月　
「
奉
幣
と
災
害
―
災
害
と
古
代
国
家
の
祈
り
―
」（『
季
刊　

悠
久
』
一
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

口
崇
史
氏
の
御
助
力
を
得
た
。


